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はじめに
宇治は源氏物語の舞台として広く知られ
る。宇治市ではふるさと創生事業を契機に、
「源氏物語をテーマとしたまちづくり」に
取り組み、この核となる施設として、平成
10年（1998）に宇治市源氏物語ミュージア
ムを開館した。以来、宇治市源氏物語ミュ
ージアムは、宇治市の観光の拠点としてだ
けでなく、市民の学びの場としても大きな
役割を果たしてきている。一方、宇治市歴
史資料館と京都文教大学は、平成15年より、
地域の文化資源の発掘と活用を目的とした
共同研究を行い、地域の文化資源をさまざ
まな形で活用して博物館展示・教育普及活
動に取り組んできた。本稿は、両機関の連
携研究・活動の展開の一つとして、宇治市
源氏物語ミュージアム収蔵の『源氏物語図
屛風』を宇治という地域の歴史と結びつい
た地域文化資源として見直して活用し、京
都文教大学博物館学芸員講座の教育や宇治
地域の住民の生涯学習に新たな可能性を拓
くことを目指している。
初めに宇治市歴史資料館と京都文教大学
博物館学芸員講座とのこれまでの連携活動
を振り返ったのち、本稿の考察の対象であ
る宇治市源氏物語ミュージアム収蔵の『源
氏物語図屛風』に描かれた画題、テーマの
分析という基礎的な研究作業を行う。源氏
物語ミュージアムの収蔵品は、これまで美
術品として評価し鑑賞されるのみで、地域
資源という観点から研究の対象とされるこ
とはなかった。本研究では、『源氏物語図
屛風』の資料研究を踏まえて、それらを地
域資源として展示・教育普及活動に用いる
ための具体的な方法を検討する。
１．京都文教大学博物館学芸員講座と
宇治市歴史資料館の連携研究・活動
京都文教大学博物館学芸員講座（以下、
学芸員講座と記す）と宇治市歴史資料館
（以下、歴史資料館と記す）の連携研究・
活動の発端となったのは、平成15年全日本
博物館協会西日本支部助成金による共同研
究「ミュージアム・ディレクター型学芸員
養成」である。この共同研究では、現代社
会において博物館事業をとおして地域住民
と連携して活動し地域貢献できる学芸員を
育てることこそが求められているという立
場に基づいて、これからの博物館教育につ
いて議論した。次いで、文部科学賞科学研
究費補助金（平成15年―18年）による共同
研究「（人と人を結ぶ）『地域まるごとミュ
ージアム』構築のための研究」（研究代表
者：橋本和也）では、地域そのものをミュ
ージアムと捉え、地域の文化資源を活用し
たさまざまな活動の可能性を検討するとと
もに、その実践的な研究の一つとして宇治
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市歴史資料館に寄贈の申し出があった土屋
コレクションの調査研究を実施した１)。土
屋コレクションは、宇治市在住の故土屋庄
三氏が収集した民俗資料と江戸時代から近
代にかけての教養書を中心とした文書資料
からなる。この共同研究により、土屋家収
蔵庫の記録と土屋コレクションのデータ化
が行われた。土屋コレクションは、その後、
歴史資料館に収蔵され、そのなかの行灯資
料と和本・教科書資料は学芸員講座の学生
教育に活用されることになった。
これまでの歴史資料館と京都文教大学の
共同研究とそれに基づいた教育・展示活動
では、大きく以下の三つの資料が地域資源
として活用されてきた。
１．土屋コレクション行灯資料
２．土屋コレクション近世・近代教科書
資料
３．巨椋池の自然と防災に関する写真資
料
平成16年度の学芸員講座博物館実習の受
講生は、京都文教大学同唱館において土屋
コレクション行灯資料を使って企画展「灯
り展」を開催した。この学生たちはさらに
秋の宇治橋通り商店街の祭りで、子どもた
ちを対象とした「行灯ワークショップ」を
実施し、平成17年度には、京都文教大学の
茶室『樹心亭』で、地域の書道家とのコラ
ボレーションによる企画展「墨灯絵」を実
施した。平成17年度にはまた、宇治市歴史
資料館・京都府近畿農政局巨椋池農地防災
事務所・京都文教大学学芸員講座の連携企
画展「まるごと・いろいろ・たからもの―
『地域まるごとミュージアム』の一つの試
み」が実施された２)。平成18年度の京都文
教大学指月祭では歴史資料館に所蔵されて
いる巨椋池関連の写真資料を用い、学内指
月ホールにおいて巨椋池の防災に関する企
画展「巨椋池との共生」が実施された３)。
平成19年度の博物館実習の受講生は、土屋
コレクションのなかの国定教科書資料を活
用し、学内同唱館で「昔の教科書展」を実
施した。平成20年度―21年度の受講生は、
文部科学省「質の高い大学教育推進プログ
ラム（教育GP）文化コーディネーター養
成プログラム―モノ・ひと・地域を活かす
大学ミュージアムを活用した実践的人材育
成教育」の一環として、歴史資料館企画展
「発見?昔の暮らしとおぐら池」（平成20
年度）、「おぐら池とちょっと昔の暮らし」
（平成21年）に参画し、会場の一角に教科
書資料を展示した４)。その後の博物館実習
の受講生も、たとえば平成24年度歴史資料
館特別展「思い出と写真とモノで綴る 子
どもたちの近代誌」といった資料館の企画
展や特別展に参画し実践的な学習を行って
いる。
平成25年２月には歴史資料館と学芸員講
座の連携研究・活動の新たな展開として、
土屋コレクションに含まれる音楽教科書を
使い、宇治市の高齢者施設「宇治さわらび
園」で「ほらきこえる あのころの歌声」
を実施した。これは歴史資料館と学芸員講
座の連携教育の成果を、福祉施設へのモバ
イル・ミュージアムというまったく別の形
で、地域社会に還元する最初の試みであっ
た５)。平成25年11月には、さらにその展開
として向島図書館におけるモバイル・ミュ
ージアム「むかし、小学校でこんな教科書
を使っていました-昭和の戦争中を中心に」
が実施された。
以上のように、歴史資料館と京都文教大
学の学芸員講座を中心とした連携研究・活
動では、地域の文化資源として巨椋池干拓
地の歴史・民俗資料や土屋コレクションを、
さまざまな形で学生や地域住民の学習のた
めに活用してきた。しかし、先に述べたよ
うに、宇治市源氏物語ミュージアム（以下、
源氏物語ミュージアムと記す）収蔵の『源
氏物語図屛風』のような、いわゆる美術品
としての文化財を、地域の文化資源として
扱うことはなかった。一方、近年のまちづ
くり活動では、各地でアートや文学を活用
して地域活性化をめざす事例が注目されて
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いる。源氏物語ミュージアムに収蔵されて
いる源氏物語ゆかりの美術品を地域ゆかり
の美術品として捉えなおすことにより、地
域の文化資源として活用することができる
なら、宇治市のまちづくりの一環として源
氏物語ゆかりのアートを取り込むとともに、
歴史資料館と京都文教大学の連携研究・活
動にまた新たな可能性を開くことができる
と考えられる。
２．源氏絵の系譜
源氏物語ミュージアムには、現在、館蔵
品・寄託品をあわせて、五十点近くの屛
風・画帖が収蔵されている。その多くが、
江戸時代に作成された『源氏物語図屛風』
である。国宝『源氏物語絵巻』をはじめ、
近年では海外で発見された新出の作品に至
るまで源氏物語の絵画、すなわち「源氏
絵」（以下源氏絵とする）に関する研究に
は、膨大な蓄積がある６)。
源氏物語ミュージアムが収蔵する源氏絵
は、そうした研究の俎上にはあがらない、
作者・伝来の不明な作品が大半ではあるが、
それぞれの作品には非常に豊かなテーマ性
がある。また、広く普及した源氏絵が存在
すること自体が、江戸時代における『源氏
物語』、源氏絵の文化の享受の一端を窺う
ことができ、重要といえる。さらに、『源
氏物語』のゆかりの地である宇治において、
源氏物語ミュージアム収蔵の『源氏物語図
屛風』は地域の歴史文化と結びついた重要
な文化資源ということができる。
本論に入る前に、源氏絵の系譜を概観し
ておこう。今からおよそ一千年前の平安時
代中期、『源氏物語』は、一条天皇の中宮
彰子に仕える紫式部によって著された。紫
式部が『源氏物語』を書き始めたのは、紫
式部の夫藤原宣孝が長保３年（1001）に没
して間もない頃から、寛弘２年（1005）あ
るいは翌３年に中宮彰子のもとに出仕する
までの時期と考えられている。『紫式部日
記』には、寛弘５年（1008）、藤原公任が
「此のわたりに若紫やさぶらふ」と呼びか
けたエピソードなどが記されており、すで
に評判を呼んでいた様子が窺える。物語を
読んで楽しむだけではなく、『源氏物語』
は視覚化された。『源氏物語』の絵画化は
物語が成立して程なく行われるようになっ
たと考えられており、現代に至るまで、各
時代を通じてさまざまな「源氏絵」が製作
された。現存する源氏絵の作品としてもっ
とも古いものが、国宝『源氏物語絵巻』で
あり、十二世紀前半の、白河院・鳥羽院の
院政期、朝廷を中心として製作されたと考
えられている。以降、絵巻・色紙・画帖・
冊子・屛風など、さまざまな形式で絵画化
され、土佐派、狩野派を問わず、当時の絵
師たちが趣向を凝らした表現技法で描いた。
室町時代から江戸時代初頭には一定のモチ
ーフが定まり、継承されていく。同時に、
江戸時代にはいると、版本として『絵入源
氏物語』が普及することにより、その挿図
も源氏絵として定番化されていく。
このようななか、源氏絵の屛風は、屛風
という大画面を生かし、同時に多くの人び
とと『源氏物語』の世界を享受することの
できる媒体といえる。
『源氏物語』を描いた屛風は、大きく二
つのタイプに分けることができる。まずひ
とつは『源氏物語』五十四帖から一場面ず
つを描いたもの。各巻から一場面ずつ選ば
れ、金雲で区切られ大画面に配置されてい
る。一場面ずつ色紙や扇面に描き、貼り交
ぜた作品もある。多くの場合、巻一桐壺か
ら巻五十四夢浮橋まで物語に展開に沿って
構成される。もうひとつは『源氏物語』の
なかからある特定の場面を選んで描いたも
のである。複数の場面から構成されるもの
や、後でも検討するように、たとえば右隻
に若紫、左隻に橋姫を描くなど、特定の場
面をクローズアップしたものなどがある。
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３．宇治市源氏物語ミュージアム館
蔵・寄託の屛風
本研究では、源氏物語ミュージアムに収
蔵されている『源氏物語図屛風』を取り出
し、その作品リストをつくり各作品に描か
れた絵画を分析するとともに、高解像度の
デジタルカメラによって撮影した。
収蔵されている『源氏物語図屛風』の一
覧は、表１にまとめた通りである。作品名
については、いつの時点のものかは不明で
あるが、これまでの所蔵者のもとで作品に
附されていた付箋の記述にもとづくものを
優先とし、当館で作品名をつけたものもあ
る。
表１ 源氏物語ミュージアム収蔵『源氏物語図屛風』一覧
作品名
1 A
源氏物語色紙貼交屛風 六曲一双 346.5×170.5
色 紙 絵 ╱54枚
寸法21.5×23.9
色紙 和歌╱54枚
寸法13.7×15.4
色紙 絵
54枚 和
歌54枚
個人蔵
2 B
源氏物語色紙貼交屛風 六曲一双 160.0×354.5
色紙26.5×21.7
色紙60枚 個人蔵
3 C
白描源氏物語色紙貼交
屛風
六曲一双 93.0×264.0
色紙19.8×18.2
色紙54枚 個人蔵
4 D
源氏物語紺紙色紙貼交
屛風
六曲一双 282.7×94.5
色紙17×15.6、
15×15.8
色紙48枚 個人蔵
5 E
源氏物語色紙貼交草花
図屛風
六曲一双 110.0×271.0
色紙19.2×16.9
色紙36枚 個人蔵
6
源氏物語色紙貼交秋草
下絵屛風
六曲一双 本紙155.7×359.5
色紙51.5×37.5
色紙24枚 個人蔵
7 F
源氏物語図屛風 六曲一双 宇治市源氏
物語ミュー
ジアム
8 G 源氏物語図屛風 六曲一双 152.0×358.0 個人蔵
9 H 源氏物語図屛風 六曲一隻 150.5×360.5 個人蔵
10 I 源氏物語図屛風 六曲一双 140.6×352.5 個人蔵
11 J 源氏物語図屛風 六曲一双 359.5×153.0 個人蔵
12 源氏物語図屛風 六曲一双 160.7×366.0 個人蔵
13 源氏物語図屛風 六曲一双 153.5×342.0 個人蔵
14 K
源氏物語末摘花・早蕨
図屛風
六曲一双 367.0×156.5 個人蔵
15 L 源氏物語図屛風 六曲一双 123.9×361.7 個人蔵
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先に概観した源氏絵の系譜に沿って、こ
れらの作品を分類するならば、以下の４分
類となる。
① 五十四帖すべてを描いたもの
②―１ 数場面をとりあわせたもの
②―２ 一隻に一場面を描いたもの
③ その他
この分類に沿って、作品を観ていきたい。
① 五十四帖すべてを描いたもの
室町時代の作品といわれる広島県尾道市
の浄土寺が所蔵する『源氏物語図扇面散屛
風』のように六曲一双の屛風に六十面の扇
面が、春夏秋冬の順に四季風俗図のように
配置されるもの、出光美術館が所蔵する
『源氏物語図屛風』・サントリー美術館が
所蔵する『源氏物語図屛風』のように、金
雲で区切られた画面に、巻一桐壺から巻五
十四夢浮橋まで各巻から一場面ずつ物語に
展開に沿って構成されるものがある。屛風
という大画面に、長大な物語を網羅し、一
目で見渡すことができる点が、大きな特徴
である。
分類①については、次の作品が該当する。
A 源氏物語色紙貼交屛風 六曲一双
巻一「桐壺」から巻五十四「夢浮橋」ま
で一巻一場面ずつ色紙に描き、巻名と和歌
を書いた色紙を添える。ただし、たとえば
巻一「桐壺」では、絵は鴻 館において、
高麗人の人相見に光源氏の人相を見て将来
を占わせている場面であるのに対し、和歌
は光源氏の元服の儀式の際、父・桐壺帝が、
加冠役の左大臣に贈った歌、「いときなき
初元結ひに長き世を契る心は結びこめつ
や」が選ばれている。必ずしも絵と和歌は
一致しない点は注意を要する。
B 源氏物語色紙貼交屛風 六曲一双
桐壺から夢浮橋まで一巻一場面ずつ色紙
に描き、右隻・左隻に30点ずつ合計60点の
色紙が貼り交ぜられており、題箋を添える。
「葵」「松風」「澪標」「朝顔」「行幸」は二
場面ずつ描かれ、さらに巻名だけが伝えら
れ、本文は伝存しない「雲隠」も描かれて
いる点は珍しい。
C 白描源氏物語色紙貼交屛風
六曲一双
右隻・左隻それぞれに27枚ずつ白描画の
色紙が貼り込まれている。巻四十一「幻」
からは巻順に並んではいない。五十四場面
ではあるが、「柏木」と「匂宮」がなく、
代わりに「紅梅」と「鈴虫」が二場面ずつ
描かれる。
D 源氏物語紺紙色紙貼交屛風
六曲一双
各場面を色紙に描き、一扇に４枚ずつ合
計48枚が貼り込まれている。紺地に金銀泥
を用いて文字や絵を描写するという手法は、
平安時代に栄華を極めた奥州平泉の藤原清
16
源氏物語初音・乙女図
屛風
狩野探信
(1785～1835)
六曲一双 362.4×159.7 個人蔵
17
源氏物語澪標・夕顔図
屛風
土佐光芳
(1700～1772)
六曲一双 359.0×153.7 個人蔵
18 源氏物語図屛風 六曲一双 154.5×358.5 個人蔵
19 源氏物語図屛風 六曲一双 106.0×292.0 個人蔵
20 M 源氏物語図屛風 六曲一隻 155.5×363.0 個人蔵
21 N 大堰川・交野図屛風 山本宗川 六曲一双 156.5×56.5 個人蔵
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衡発願による紺地金銀字交書一切経（いわ
ゆる中尊寺経）に代表される経典の見返し
に用いられる。また、いわゆる「奈良絵
本」と呼ばれる、「御伽草子」を素材とし、
室町時代後期から江戸時代前期に製作され
ていた絵入り彩色写本の表紙も、紺地に金
銀泥を用いて草花を描くという特徴がある。
各色紙の法量が、17センチ×15.6センチ、
ないし15センチ×15.8センチということか
ら鑑みて、約15センチ四方の枡形本の源氏
物語の写本の表紙ないし見返しとして、用
意されたものであろうか。
E 源氏物語色紙貼交草花屛風
六曲一双
桔梗・菊・ススキなどの秋草が散りばめ
られた屛風に、源氏絵色紙が36枚貼り込ま
れている。右隻には巻一「桐壺」から巻十
九「薄雲」まで（ただし巻十六「関屋」は
なし）の十八帖分、左隻には巻二十「朝
顔」から巻五十一「浮舟」までのうち十八
帖の場面が描かれている。
以上はいずれも色紙を貼り交ぜたもので
ある。場面数も五十四を基本に、多少の増
減がある。これらは、本来、画帖、写本の
表紙・見返しであったもの、あるいは用意
されたものを、最終的に屛風に仕上げたも
のと考えられる。
②―１ 数場面をとりあわせたもの
一般的な源氏物語図屛風の形態といえ、
本館で収蔵する作品においても数量的にも
多い。なかには注文主・絵師の意図が見受
けられるものもある。
F 源氏物語図屛風 六曲一双
『源氏物語』を題材にしたものと思われ
るが、左隻第五扇から六扇の下部、「浮舟」
と思しき場面以外は特定できない。一双の
大画面に春夏秋冬の四季の移り変わりが描
かれている。右隻第三扇の小袖に髷を結っ
たふたりの女性、左隻第一扇の庭に置かれ
た雪見燈籠といった制作当時の江戸時代の
風俗が描きこまれており、興味深い。ふた
りの女性は鑑賞者を代表して、『源氏物語』
の世界に忍び込んでいるようにも見受けら
れる。このふたりの女性は誰か。想像をた
くましくするならば、注文主あるいはその
関係者とも解釈できよう。作者あるいは注
文主を描くという趣向は、『舟木本洛中洛
外図屛風』において、作者とおぼしき人物
が複数箇所、描き込まれていることが、す
でに指摘されている７)。
G 源氏物語図屛風 六曲一双
右隻・左隻にそれぞれ六場面ずつを描く。
右隻には、幼い若紫を垣間見る光源氏
（「若紫」）、六条院での女楽（「若菜下」）、
光源氏が、明石の君とあどけない姫君に対
面する場面（「松風」）などが描かれる。左
隻では第一扇上部に引き続き「松風」から
桂殿においての遊宴や、歳末、光源氏と紫
の上が新春ための晴れ着を選ぶ様子（「玉
鬘」）、童女たちの雪転がし（「朝顔」）など
が描かれており、全体的に華やかな印象を
与える。必ずしも物語の順番どおりではな
い。右隻左下と左隻右上に、ともに巻十八
C 白描源氏物語色紙貼交屛風
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「松風」が描かれることから、このように
配置してみた。岩佐又兵衛風の豊かな表情
と異時同図法により、物語の世界に引き込
まれそうな躍動感あふれる作品である。
H 源氏物語図屛風 六曲一隻
第一扇の上から順に「桐壺」（春）、「絵
合」（春）、「藤裏葉」（夏）、「空蝉」（夏）、
「葵」（夏）と、巻の順ではなく、春～夏
の季節の移り変わりに即して場面が選ばれ、
構成されている。現在は一隻であるが、画
面の下絵には、金雲とともに、松・桜・
藤・杜若・橘など、春・夏の植物が描かれ
ている。本来はこちらが右隻で、左隻には
秋～冬の場面が描かれるともに、下絵には
秋・冬の植物が描かれていた可能性が考え
られる。
I 源氏物語図屛風 六曲一双
巻一「桐壺」から巻三十三「藤裏葉」ま
での名場面から、光源氏の華やかな半生を
追うことができる。邸内だけではなく、紅
葉賀・賀茂祭といった屋外の行事や、須磨
や住吉社など京外も描かれ、空間的な広が
りが感じられる。後補と思われるが、日輪
と月輪を配する構図は珍しい。
J 源氏物語図屛風 六曲一双
右隻・左隻にまたがって、上部に巻十四
「澪標」より住吉詣、下部には巻十六「関
屋」より逢坂の関を描く。大胆に上下に配
置する。明石より都に戻った光源氏が、住
吉・石山寺への参詣の際、それぞれ明石の
君、空蝉と邂逅するという場面である。静
嘉堂文庫美術館蔵の俵屋宗達筆の国宝『源
氏物語関屋澪標図屛風』と同じ題材である。
難波津・琵琶湖という水の存在感があり、
水流や水にちなんだものが巧みに構成され
ている。空間的な広がりが感じられる。
②―２ 一隻に一場面を描いたもの
屛風という大画面の空間を生かし一隻に
一場面ずつ描く。
K 源氏物語末摘花・早蕨図屛風
六曲一双
右隻に雪積もる夜、光源氏が末摘花の元
に訪れる「末摘花」の一場面を、左隻には、
宇治の中の君のもとに、山の阿 梨より早
蕨が届けられる「早蕨」の一場面である。
雪が解け、春の訪れが感じられる作品であ
る。
L 源氏物語図屛風 六曲一双
右隻は光源氏が若紫を見初める「若紫」
の一場面が、左隻は「橋姫」の一場面であ
る。「橋姫」では、薫が師と仰ぐ八の宮の
H 源氏物語図屛風
J 源氏物語図屛風
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姫君たちを垣間見る様子が描かれることが
多いが、本作品では、八の宮のもとへ向か
う薫一行と、邸内で筝をかたわらに置く大
君と琵琶を弾く中の君が描かれている。右
隻「若紫」は桜の咲く春の北山の様子、左
隻「橋姫」は鹿の鳴く秋の宇治の様子とい
うように、季節や空間が対比されている。
北山の瀧から落ちた水は、やがて宇治川へ
繫がるという水の流れは、光源氏の物語か
ら宇治十帖へと展開するとも解釈できる。
源氏物語の世界そのものが描かれている。
③ その他
これまで紹介してきた作品に比べ、次の
二作品は、『源氏物語』の具体的に名場面
を取り上げたものというよりは、画題に広
がりがあり、鑑賞者にゆだねられている部
分が多い。言い換えれば、観るものは、よ
り想像力を膨らませることができ、自由に
楽しむことができるのである。
M 源氏物語図屛風 六曲一隻
橋、柳、柴舟、網代などから、宇治川を
描いたものだとわかる。男女二人が宇治川
を眺める構図は、「総角」と「浮舟」に見
られ、前者ならば匂宮と中の君、後者なら
ば薫と浮舟の組み合わせとなる。あるいは、
このようなことにこだわらず、宇治十帖そ
のものをテーマにしたものかもしれない８)。
N 大堰川・交野図屛風 六曲一双
大堰川、交野に訪れる貴人が描かれる。
左隻の交野は、遊猟地であり、桜の名所と
して名高い歌枕である。しかしこの作品に
は、桜は描かれていない。主人とおぼしき
人物と鷹を手にした人物は枯れ枝や枯れ草
を敷いて据わり、画面右上に描かれている
山の端に見え隠れする月を眺めている。こ
れは「狩りくらしかたののましばをりしき
て淀の河せの月をみるかな」（藤原公衡
『新古今和歌集』巻六冬歌）を踏まえて交
野の冬の光景を描いたものといえる。実は
この和歌は、『伊勢物語』第八十二段の交
野の渚の院での花見の宴を踏まえているこ
とも忘れてはならない。惟喬親王は毎年桜
のころになると、水無瀬に鷹狩りに赴く。
淀川を挟んで対岸の交野の渚の院の桜は風
情があり、歌を詠む。右馬頭（在原業平と
おぼしき人物）が「世の中に絶えて桜のな
かりせば 春の心はのどけからまし」と詠
んだのもここ渚の院である。一行は水無瀬
に戻る途中、天野川を通る。天野川に因ん
で、右馬頭は「狩り暮らし七夕つめに宿か
らむ天の川原に我は来にけり」と詠んだ。
先に挙げた藤原公衡の和歌の本歌である。
鑑賞者は冬の交野の情景から、和歌ととも
に春の交野を連想したことであろう。一方、
右隻は筏・蛇籠が描かれていることから、
大堰川の光景である。貴人が大堰川でたた
ずむ様子が描かれる。この構図は、狩野探
幽（1602～1674）の『大堰川図屛風』（宮
内庁三の丸尚蔵館）の構図をふまえたもの
といえる。左隻が『伊勢物語』を連想させ
るとするならば、右隻は『源氏物語』松風
から桂の院での宴の場面を連想させる作品
としたい。交野・大堰川という歌枕を描い
た名所図であり、鑑賞者は次々と名場面を
思い起こしたことであろう。なお、「宗川
法橋」という款記があることから、作者は
法橋時代の山本宗川（1679～1760）である
ことが確認できる。山本宗川は京都の絵師
で、山本素軒の養子となり、狩野派の画を
学んだ。享保10年（1725）に法橋、寛延２
年（1749）に法眼に叙されたことから、こ
の作品のおおよその制作年代がわかる９)。M 源氏物語図屛風
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以上、主だった作品を紹介した。分類①
は、屛風という大画面を生かし、物語の展
開に沿って名場面を配置することにより、
一目で『源氏物語』の世界を楽しむことが
できるという点が特徴である。それに対し、
分類②、③、④は、物語の文脈から解き放
たれ、四季折々のモチーフを季節の順に配
置したり、歌枕、名所図のような要素を盛
り込んだりするなど、絵師、注文主によっ
て再構成がなされている点が注目できる。
４．『源氏物語図屛風』の活用
(1)源氏物語ミュージアム企画展における
活用
『源氏物語図屛風』の活用方法として、
まず最初に、源氏物語ミュージアムの企画
展において展示し広く公開することが挙げ
られる。
源氏物語ミュージアムでこれまで家塚が
担当した企画展において、平成22年４月、
平成23年２月、平成24年10月、平成25年12
月の合計４回、ここで紹介した屛風を用い
て陳列を行った。今回の研究成果を踏まえ
て陳列をするならば、どのようなことがで
きるか、改めて、その展示案を考えてみた
い。
『源氏物語図屛風』とあっても、その描
かれた方、テーマ設定は多彩で、豊かな表
現がなされていることは明らかである。こ
れらの作品を如何に活用して、その魅力を
鑑賞者に伝えるのかが問われる。あわせて
『源氏物語図屛風』を地域の文化資源とし
て位置づけた場合には、絵画としての面白
さ、魅力だけではなく、『源氏物語』宇治
十帖の舞台となった宇治、さらには『源氏
物語』を育んだ宇治の魅力を伝える媒体と
して活用することも必要となろう。
そこで、以下の４つの方針をたてた。
１．色紙を貼り交ぜた屛風を陳列するこ
とによって、まず第一に『源氏物語』
のあらすじを概観する。
２．屛風の面白さを味わっていただくた
めに、趣向を凝らした特徴的な作品を
陳列する。
３．宇治十帖の世界を味わっていただく
ために、宇治十帖をテーマにした作品
を陳列する。
４．宇治の魅力を味わっていただくため
に、宇治名所図や『平家物語』など他
の文学をテーマにした作品を陳列する。
このような方針の下、それぞれの作品の
大きさなども考慮して、「C 白描源氏物
語色紙貼交屛風」、「J 源氏物語図屛風」、
「H 源氏物語図屛風」、「M 源氏物語図
屛風」という４つの作品の取り合わせを選
んで展示を設計してみた。
「C 白描源氏物語色紙貼交屛風」によ
って、物語のあらすじを概観することがで
きる。その上で、「J 源氏物語図屛風」
「H 源氏物語図屛風」によって、趣向を
凝らした代表的な場面を鑑賞しつつ、屛風
の魅力を楽しむことができる。「M 源氏
物語図屛風」では、屛風のなかの宇治橋を、
描かれた人物たちの視線に重ねつつ、とも
に眺め、宇治十帖の世界を楽しむことがで
きる。
さらに、今回、『源氏物語図屛風』を高
解像度のデジタルカメラによって撮影した
ことにより、様々な活用の可能性が広がっ
た。企画展の屛風の展示に、タッチパネル
対応の大型ディスプレイを併置することも
できよう。詳細な場面の解説を付すことも
できるし、鑑賞者が自由にアップにして細
部を鑑賞したりすることなどが考えられる。
『源氏物語図屛風』に入り込むかのごとく、
物語の世界を自由に体感することもでき
る10)。
(2)京都文教大学博物館学芸員講座モバイ
ル・ミュージアムにおける活用
『源氏物語図屛風』のデジタル資料化に
9描かれた「宇治」
より、当該資料を館外において鑑賞するこ
とも可能になった。平成24年に、学芸員講
座の活動の一環として、土屋コレクション
の教科書資料を歴史資料館や大学の外に持
ち出して、「宇治市さわらび園」でモバイ
ル・ミュージアムを実施したように、『源
氏物語図屛風』を館外に持ち出して、地域
住民の学びに寄与することができよう。
モバイル・ミュージアムの開催場所とし
ては、地域の小中学校が考えられる。「A
源氏物語色紙貼交屛風」のように、巻一
「桐壺」から巻五十四「夢浮橋」まで一巻
一場面ずつ色紙に描き、六曲一双にまとめ
たものを、地域の学校においてタッチパネ
ル対応のディスプレイを用いて提示するこ
とによって、子どもたちに楽しみながら源
氏の世界に親しんでもらう企画を行うこと
ができる。今日、源氏物語は漫画化され、
古典が読めない子どもたちにも親しまれて
いる一方、宇治は源氏の町といいながら、
源氏物語の内容を知らない住民も多い。宇
治の小中学校における屛風絵という絵画資
料を用いた源氏物語への導入は、小さい頃
から地域文化に親しむ機会を与えることに
なろう。
また、モバイル・ミュージアムの開催場
所として地域の公民館を利用し、生涯学習
の資料として活用することもできよう。
「L 源氏物語図屛風」のように、源氏物
語の名場面をいくつか取り上げた屛風の鑑
賞と源氏物語の朗読会を組み合わせたワー
クショップを行うなどの試みが考えられる。
それをとおして、たとえば参加者に「橋姫」
の一場面に描かれた秋の宇治川と今の宇治
川の風景を重ね合わせて見てもらうことに
よって、源氏文化を地域のものとして根付
かせることに寄与できるかもしれない。
(3)博物館学芸員講座の教育における活用
上述の源氏物語ミュージアムやモバイ
ル・ミュージアムにおける「源氏物語屛
風」を活用した展示やワークショップの企
画を、これまで土屋コレクションを活用し
てきたように学芸員講座の実習授業のうち
に組み込むことによって、本学の学芸員講
座では博物館と地域の住民や子どもたちを
学びでつなぐ博物館エデュケーターを育成
するための実践的な教育を行うことができ
る。現代社会においては、地域の文化資源
の発掘・保存・展示のみならず、デジタル
技術を駆使した資料の整理や分析、ワーク
ショップの企画・運営ができる学芸員の育
成が強く要請されている。デジタル使用の
活用技術とワークショップの企画・運営・
ファシリテーション技術の学習は、これか
らの学芸員人材育成に欠かせない。源氏物
語ミュージアムが、宇治の観光のためだけ
でなく、小中学校教育やまちづくりに活動
の場を広げいくうえでも、このような人材
の育成が待たれている。
結 語
源氏物語ミュージアムでは、平成25年12
月６日から平成26年２月16日まで、土屋コ
レクションの教科書資料に含まれる「女源
氏教訓鑑」など源氏物語を中心にすえた教
訓書と『源氏物語図屛風』を組み合わせ、
加えて錦絵、双六、カルタなどを展示する
ことによって、近世庶民の源氏文化を展示
する企画展「江戸の源氏物語―よむ、みる、
あそぶ」を実施した11)。この企画は、家塚
が『源氏物語図屛風』の研究作業をおこな
うなかで発想された。『源氏物語図屛風』
は、大画面の絵画であるがゆえに一度に多
くの人びとと描かれた世界を共有すること
ができるという、その特色を存分に生かし
て『源氏物語』の世界を語りかけるもので
ある。こうして『源氏物語図屛風』を源氏
文化という観点からみたとき、それを描か
せ、それを飾り愛でた人々の歴史もまた浮
かび上がってきた。本企画展は、『源氏物
語図屛風』を美術品としてだけでなく、さ
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らに大きな文脈に位置づけて展示する新た
な試みとなった。
『源氏物語』は文学作品として親しむこ
とが第一義ではあるが、それだけに留まる
ものではなく、絵画化され、芸能化され、
「源氏文化」という言葉が語られるほどに
さまざまな分野に影響を与えてさまざまな
文物を生み出し、日本の文化において大き
な役割をはたしてきた。『源氏物語図屛風』
に描かれる宇治の地も、宇治十帖の舞台で
あるというだけでなく、文化財としての美
術品や近現代のアート作品を活用すること
によって、さらに新しい「源氏文化」を育
んでいくことができよう。そのためにも、
本稿で検討した『源氏物語』の楽しみ方や
学びの可能性をさらに広げ、実際に実践で
きるよう、歴史資料館と学芸員講座の連携
研究・活動を進展させてきたい。
（付記）
本稿は、科学研究費補助金若手研究(B）「室町
文化の享受・形成過程に関する基礎的研究―武家
儀礼の「時間」と「空間」」(研究代表者 家塚智子、
2010年度～2012年度 研究課題番号22720258）の
成果の一部です。御礼申し上げます。本稿の調査
の指導をはじめ数々のご教示を賜った宇治市歴史
資料館館長坂本博司氏に、厚く御礼申し上げます。
（家塚智子）
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橋本和也編、京都文教大学、平成19年６月。
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橋本和也編、京都文教大学、平成19年６月、
pp.23-29。
４）金子正徳「土屋コレクションの展示」、『文化
コーディネーター養成プログラム―フィールド
ワークを活かした現場主義教育の軌跡』、平成
20年度文部科学省「質の高い大学教育推進プロ
グラム（教育GP）文化コーディネーター養成
プログラム―モノ・ひと・地域を活かす大学ミ
ュージアムを活用した実践的人材育成教育」
2008―2010年度活動報告書、p.43.
５）京都新聞 2013年２月19日「明治以降の音楽
教科書ずらり 宇治の特養で企画展」
http://kyoto-np.co.jp/sightseeing/article/
20130219000033
６）源氏絵の研究については、個別の作品論をは
じめ、膨大かつ緻密な研究がなされている。そ
うした先行研究については、図録『絵画でつづ
る源氏物語』（徳川美術館、2006年）および同
図録掲載の論文、主要参考文献に詳しい。佐野
みどり 監修・編著『源氏絵集成』（藝華書院、
2010年）は、主な作品の全場面を大型のカラー
図版にて掲載されるともに、詳細な解説と研究
論文からなる。秋山虔監修『週刊 絵巻で楽し
む源氏物語 五十四帖』（全60冊 朝日新聞出
版、2011年～2013年）は、一般書ではあるが、
最新の研究成果を踏まえ、細部にわたり丁寧な
解説がされている。なお宇治市源氏物語ミュー
ジアムの開館に先立って、宇治市歴史資料館で
は、1991年10月、特別展『源氏物語の世界―王
朝文化の憧憬―』展を開催した。当特別展では、
『源氏物語図屛風』をはじめ、源氏物語の美術
工芸品が一堂に会した。この特別展の図録も、
あわせて参照していただきたい。
７）奥平俊六『洛中洛外図 舟木本 町のにぎわ
いが聞こえる』（小学館、2001年）
８）工芸品などの技法として、よく知られている
ものに留守文様がある。屛風に関しては、尾形
光琳の『燕子花図屛風』に代表される。そして、
橋、柳、水車・蛇籠が描く『柳橋水車図屛風』
は、宇治橋を描いた作品であり、宇治十帖をテ
ーマにしたのではないかという指摘もされ、注
目されているところである。まさに本図のよう
に、匂宮と中の君、薫と浮舟の視線で眺めた宇
治橋である。宇治橋を描いた屛風を観た鑑賞者
が、まず宇治十帖の世界を思い起こしたのであ
ろうという指摘は興味深い。稲本万里子「宇治
の景観を描く―「柳橋水車図屛風」」（秋山虔監
修『週刊朝日百科 週刊 絵巻で楽しむ源氏物語
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五十四帖』50 総角一 朝日新聞出版 2012
年）、図録『源氏絵と伊勢絵 ―描かれた恋物
語』（出光美術館、2013年）
９）『時代屛風聚花 続編』（紫紅社、1993）
10）タッチパネル対応のディスプレイの活用につ
いては、各館で取り組まれている。近隣の資料
館では、たとえば、向日市文化資料館において、
タッチパネル対応の大型ディスプレイを用いた
「バーチャル長岡京３Ｄマップ」がある。また、
東京国立博物館には、タッチパネル・ディスプ
レイを用いて、『舟木本洛中洛外図屛風』を高
精度画像で見ることができる。拡大や画面移動
も自由に操作し、細部にわたるまで鑑賞するこ
とができる。
11）洛南タイムス 2013年12月７日 参考資料と
して添付。
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毎日新聞 2013年12月４日「企画展『江戸の
源氏物語』 錦絵、カルタで紹介 宇治できょ
うから」
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ddlk26040516000c.html、
朝日新聞デジタル 2013年12月４日「源氏物
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Tale of Genji Museum in Uji City:A Discussion on the Use of Its
‘Folding Screens’as a Cultural Resource of the Local Community
 
Seiko SUGIMOTO 
Faculty of General Sociology,Kyoto Bunkyo University,Kyoto
 
Tomoko IETSUKA 
The Tale of Genji Museum,Uji
 
Uji,located on the bank of Uji River at the outskirts of Kyoto,is a historical city.
It is richly endowed with cherished cultural landscapes as vividly depicted in the last ten
 
chapters of the most popular classical novel,‘The Tale of Genji’,written in the mid-Hein
 
period.Towards continuing and further strengthening its cultural patronage,Uji City
 
established in 1998a museum,Tale of Genji Museum,both as one of the city’s tourist
 
destinations and as its Town-Planning Centre and Promotional Venue for a lifelong
 
study on its rich cultural history.Further, to accelerate the public awareness and to
 
sustain its interest on the city and its cultures,the Uji City Museum of History and the
 
Kyoto Bunkyo University have taken up joint research studies,and periodically orga-
nize exhibitions on different themes for the public since 2003.As a part of this on-going
 
joint pursuits,the present paper provides a description and analysis on the motives and
 
details of the landscapes and sceneries of Uji, as depicted on the paintings,‘Folding
 
Screens of the Tale of Genji’,and proceeds to argue that these paintings are not only the
 
objects of art for visual pleasure and appreciation but are also the great local resources
 
for educating the students of museology and for facilitating the public to have a lifelong
 
appreciation for the cultural richness of the City.Towards this target,we propose to
 
hold a few exhibitions at Tale of Genji Museum and also Mobile Museum organized by
 
those students of Kyoto Bunkyo University who have opted for the course of study for
 
the Prospective Museum Workers, possibly with some select ‘Folding Screens of the
 
Tale of Genji’maintained by the Tale of Genji Museum.‘The Tale of Genji’is a great
 
source of traditions of literature that inspired a number of artists of different fields like
 
painters, theatre artists, and craftsmen, and also has a profound influence on the
 
development of popular culture that we might be able to call the “Genji Culture” in
 
general.In this context,it may be said that ourplans of exhibitions and Mobile Museum
 
may further contribute to develop the‘Genji Culture’in Uji.
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